
啓林館　化学Ⅱ改訂版 (化Ⅱ011)観点一覧
	内容の難易度
	· 入試を意識し，豊富な内容が解り易く記載され，学習意欲が高まる教科書に編集されている．

· ｢化学結合｣や｢気体の性質｣，｢溶液の性質｣，｢反応速度｣，｢化学平衡｣等では詳細な内容の記述があり，殆どの生徒が大学に進学する本校生徒の学習の実態と合致する．

	内容の取り扱い
	· 日常生活に関係ある化学の内容が適宜｢参考｣として取り上げられており，生徒の興味や関心に対して配慮されている(｢血圧など医療分野での圧力｣や｢生体内の緩衝液｣，｢パーマネントウェーブ｣，｢いろいろな多糖類と人工甘味料｣，｢ピーナッツ油の抽出｣，｢酵素を利用した物質の生産(バイオリアクター)｣，｢ナイロンの発明とアラミド繊維｣，｢高分子化合物の利用｣，｢金属資源のリサイクル｣，｢新しい合金｣等)．

· ｢物質の構造｣や｢反応速度と平衡｣等，化学Ⅱにおいて生徒が躓き易い理論分野の内容に充分な分量を割いており，工夫の凝らされた編集内容である．

· ｢高分子化合物｣や｢生活と物質｣，｢生命と物質｣等では，取り扱う物質の種類やそれらの諸性質が適度に精選されて記載されている．

· 大学入試によく出題されるような内容の問題が，｢例題｣として詳しく説明されており，生徒が自発的，自主的に学習できるように配慮されている．

· 学習指導要領外の内容が適宜｢発展｣として取り上げられており，その分量や内容が本校生徒の学習の実態と合致する(｢金属結晶の一辺の長さ･原子半径･密度の関係と充填率｣や｢物質の状態変化と濃度･圧力(状態図)｣，｢実在気体の状態方程式｣，｢溶質の分子量と浸透圧(ファントホッフの法則)｣，｢活性化エネルギーの求め方(アレニウスの式)｣，｢固体物質を含む平衡｣，｢圧平衡定数｣，｢多価の酸の水溶液のpH｣，｢緩衝液のpH｣，｢加水分解定数｣，｢アミノ酸の滴定曲線｣，｢溶解度と溶解度積｣等)．

· p.258～259の｢コンピュータの利用｣は，指導要領に頻繁に取り上げられている｢情報機器･情報通信ネットワークの利用｣を十分に意識しており，指導要領の目標を適する為に必要な内容となっている．

	単元の構成･　配列及び分量
	· ｢理論化学分野｣，｢各論化学分野｣，｢課題研究｣という順序で配列されており，学習が効率よく効果的に進められるように配慮されている．

· 本文の補足説明が，｢参考｣欄や脚注欄で多数取り上げられており，生徒が自学自習できるようにも配慮されている．

· 巻末資料に｢実験上の注意事項｣や｢試薬の調製｣，｢実験の基本操作｣，｢気体の発生法とその性質｣，｢イオンの検出反応｣等，資料の掲示が豊富にあり，生徒に実験させる場合，使い易さに適している，

· 後見返しに｢主な合成高分子化合物の系統図｣があり，本文で学んだ物質が実際の工業でどのように合成されるかが系統的に解るようになっている．

	その他

(図表，写真及び資料等)
	· 分子モデルが｢H：白，O：赤，C：黒，N：青｣で統一されており，わかり易い．

· ｢CO2結晶｣や｢α-グルコース｣，｢ミオグロビン｣，｢ヘモグロビン｣，｢アミラーゼ｣，｢リゾチーム｣，｢β-ガラクトース｣等，ステレオ図で立体的に見る事ができ，構造が解り易い．

· 工夫された図や表が，本文の近くにカラーで多数盛り込まれ，生徒が本文の内容を理解し易いように配慮されている(｢イオン結晶の結晶格子｣や｢原子の電気陰性度｣，｢金属の結晶構造｣，｢蒸気圧降下のモデル｣，｢凝固点降下のモデル｣，｢ブラウン運動｣，｢pHと[H+]，[OH-]の関係｣，｢緩衝液の働き方｣，｢β-シート｣，｢物質の色と光の吸収｣，｢染色の仕組み｣，｢鉄の溶鉱炉とその模式図｣，｢アルミニウムの電気炉の模式図｣，｢トタンの腐食｣，｢酵素の作用｣，｢酵素の失活｣，｢光合成と物質の生成｣等)．
· 実験に関するカラー写真が，本文の近くに多数盛り込まれ，生徒が本文の記述内容を理解し易いように配慮されている(｢0.100 mol/L硫酸銅(Ⅱ)水溶液の調整｣や｢浸透｣，｢チンダル現象｣，｢鉄の酸化｣，｢温度と反応の速さ｣，｢圧力変化と平衡移動｣，｢温度変化と平衡の移動｣，｢緩衝液のpH変化の例｣，｢デンプンの加水分解｣，｢アラニンの電気泳動｣，｢ソックスレー抽出機｣，｢プロテアーゼ｣，｢ビスコースレーヨン｣，｢最適pHと最適温度｣，｢植物の成長に必要な元素｣等)．

· 普段の生活と化学の繋がりが判るカラー写真が，本文の直ぐ近くに多数盛り込まれ，生徒が興味や関心を喚起するように配慮されている(｢血圧計｣や｢結露｣，｢化学かいろ｣，｢点滴｣，｢ハチミツ｣，｢日本酒の醸造工場｣，｢水飴｣，｢氷砂糖｣，｢パーマ｣，｢ゆで玉子｣，｢サプリメント｣，｢小麦粉｣，｢コンニャク｣，｢ジャム｣，｢アスパルテーム｣，｢サラダ油とバター｣，｢スナック菓子｣，｢脱酸素剤｣，｢にがり｣，｢ナイロンの利用｣，｢ポリエステルの利用｣，｢アクリルの利用｣，｢ビニロンの利用｣，｢熱可塑性樹脂の利用｣，｢熱硬化性樹脂の利用｣，｢アミノ樹脂の利用｣，｢シリコーン樹脂の利用｣，｢天然ゴム製品｣，｢輪ゴム｣，｢長靴｣等)．

· 本文を補う資料が巻末に充実している(｢化学繊維の性質｣や｢糖類｣，｢アミノ酸とタンパク質｣等)，

	特記事項
	· 紙の色が白く，ふんだんにあるカラーの図表や写真が非常に鮮明である．

· 難しい読み方の漢字にルビ(ふりがな)が比較的多く，生徒が読み易いように配慮されている．



